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古文の学習をしているときに、場面が目に
浮かぶようになると読解も深まるということ
から、いわゆるビジュアルな便覧などを活用
して「古典常識」のようなものを学ぶことに
なるのだが、やはり現代とは生活の状況が大
きくかけ離れていて、場面を正確に思い描く
というのはなかなか至難の業である。（『枕草
子』を勉強した時に、時や場所や人物を考え
たこと思い出すだろう。）
その中でもうっかり読み飛ばしてしまうも

のが、時間に関わる表現である。例えば、『大
鏡』の「花山天皇の出家」では、出家したの
が「寛和二年六月二十二日の夜」と記されて
おり、さらに「有明の月の明かりければ」と
あったあたりから出家の状況を考えた訳だ
が、その結果、時間的には午前２～３時くら
いの出来事だろうと結論を出した。では、こ
の午前２～３時は、６月22日なのだろうか、
23日なのだろうか？ つまり、22日の夜と
あるが、それが22日の深夜なのか、それと
も23日の早朝？なのかということである。
実は、私もうっかりしていて十分に考えてい
なかったのだが、よくよく考えてみると分か
らなくなってくるのである。（「よくよく考え
るな！」という声も聞こえるが…笑）
なぜ分からなくなってくるのかというと、

これが「午前０時をもって日付が変わる」と
いう現代の常識にとらわれているからなので
ある。「えっ、古典の時代は日付変更時刻が
違うのですか？」という話になるわけだが、
実は、平安時代の一日の始まりは「子の刻」、
つまり午前０時ではないのである。では何時

なのか？
文系の諸君が３年生になったら学ぶ『枕草

子』の教材に、「頭の弁の、職に参り給ひて」
という面白い章段がある。百人一首にも採録
されている「夜をこめて鳥のそら音ははかる
ともよに逢坂の関は許さじ」という清少納言
の歌の誕生秘話でもあるのだが、この話の冒
頭で、頭の弁＝藤原行成が「明日の天皇の物
忌に付き合うことになっているから、丑の刻
までに天皇のもとにいかなきゃいけないんだ
よ」という発言がある。で、この発言から、
私は「丑の刻」が平安時代の日付変更時刻だ
と思っていた。
ところが、これが違って、実は平安時代の

日付変更時刻は「寅の刻」、現在の時間でい
うと午前３時ころなのである。つまり、午前
０時はまだ前の日に属していて、午前３時以
降が次の日ということになるのである。この
ことを分かりやすく解説してくれるのが、長
年にわたって時刻表現を研究してきた小林賢
章先生の、『「暁」のなぞを解く～平安人の時
間表現～』（角川選書、2013）という本で、
この本ではいろいろな事例をもとにして、上
の結論が導き出されている。
で、話を「花山天皇の出家」に戻すと、「六

月二十二日の夜」は、現在の常識に従えば６
月23日の午前２～３時くらいに相当するこ
とがわかるのである。

＊
風邪で声が出なくなって休みをもらった

が、その間、横になりながら学習した成果を
ここに報告しておくのである。


